
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

【教員の事務作業の総削減時間／県立高校教員（現員）数】
　※１日当たりに換算（分）

業務改善に対する意識も高まり、各校において会議資料の精選や会議終了時刻の徹底、部活動休養日や
ノー時間外デーの設定、校務分担の適正化など地道な取り組みを図るも、以下の点について教員の負担
が依然増加。
①部活動や学力向上に向けた保護者・地域の期待の高まり→放課後、休日等の部活動や補習授業等
②新学習指導要領の趣旨に沿った、キャリア教育、課題解決型学習等の対応
③県外からの入学生が増加する中で、きめ細やかな指導や保護者対応をはじめ、様々な支援を必要とす
る生徒の増加

きめ細やかな指導を行うことで、教育の質の向上に取り組む反面、授業準備や校務分掌等の事務処理に
充てるための時間が放課後や勤務時間外になってしまう現状の改善を図る必要がある。
①教員の授業の空き時間は１日平均２コマ（100分）程度で、この限られた時間内しか事務作業ができ
ない。
②コピー機や印刷機などのOA機器は台数に限りがあり、授業の合間は使用者が集中（混雑）する。
③生徒の在校時間帯は生徒対応の業務が中心となり、事務作業は放課後の時間帯に後回しになる。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

⑤今年度新規

実績値

達成率

－

教育委員会として以下の取組を行っているが、時間外勤務の実態は高止まりの状況
①「時間外勤務縮減に向けた指針」を通知
②寄宿舎を設置するすべての高校において寄宿舎舎監の一部嘱託化
③県への提出書類及び手続の精選・簡素化
④教育長メッセージ等による「ワーク・ライフ・バランスを図る」ことの基本認識の共有化

６.成果があったこと（改善されたこと）

０８５２－２２－５４０８

事務事業評価シート

目
的

（１）対象 県立高校の教員

（２）意図 教員の多忙・多忙感の解消を図るため、教員が担っている事務的作業を代わって処理する「業務アシスタント」を各県立高校に配置する。

　県立高校の職員室に、書類作成や印刷、提出物チェック・点検、会計管理、備品管理など、教員が担っている事務的作業を代わって処理する業務アシスタント
を配置し、教員が生徒と向き合う本来の業務に専念できる環境を整える。

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

32.0 33.0

事務事業の名称 業務アシスタント配置事業

事務事業担当課長 学校企画課長　福間俊行 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅲ－１－２
発達段階に応じた教育の振興

業務アシスタントの配置による教員の事務作業の削減時間
目標値

30年度 31年度年度 27年度

【教職員の勤務実態調査の結果（H３０.５実施）】
　・高校の教員（教育職員）の１月当たりの時間外勤務：７５．８時間（高校１０校抽出）
　　（平日の時間外勤務：月当たり４９．５時間、休日(土日、祝日等）の時間外勤務：月当たり２６．３時間）
　・自分の職務について多忙だと感じている高校の教員（教育職員）：８３％
　・ワーク・ライフ・バランスがとれていると感じている高校の教員（教育職員）：３７％
【業務アシスタント配置状況】
　・配置予定７校すべてに配置済み（配置率１００％）

うち一般財源（千円） 0 7,451

達成率

％

時間
（分）

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 0 14,902

　H30．６に発足した「学校業務改善推進委員会」を中心に、大学教員や民間企業等の有識者の意見を参考としながら「島根県業務改善プラン」を策定するととも
に、業務アシスタントの効果検証と効果的な運用について全高校に指導・助言を行う。
①モデル校における業務アシスタントの効果的な運用についての研究
　・業務アシスタントの効果検証、効果的な業務アシスタントの運用法の確立（事務作業の一元化、業務アシスタントの担う業務や事務分担の仕分けの工夫など）、
　　教員が効率よく業務依頼しやすい校内体制の構築
② 島根県版「学校業務改善事例集」を作成、全高校に情報提供するとともに指導・助言
　・業務アシスタントの運用事例を含む、事務作業等の効率化の盛り込み
③配置校の運用状況と効果の検証と業務アシスタント配置校の拡大
　・大規模７校→都市部１６校→全３５校（+分校１校）

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）

・配置校における高評価
（配置された全高校で教員の負担軽減を実感）
　＜管理職面接、学校訪問での聞き取りによる
＞
・円滑な事業開始状況
（配置開始当初から手待ち時間なく業務遂行）
　＜管理職による聞き取り、業務日誌より＞
・教員の授業や生徒指導に向き合う時間の増加
（特に金融機関での取引代行業務や、各種会計
事務補助、時間割変更等の事務補助作業が効果
を発揮）

－ － －

前年度実績 今年度計画
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事
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要
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